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養介護施設従事者等による高齢者虐待状況の公表について

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律第２５条の規定に基

づき、令和４年度の養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況を別添のとおり公表し

ます。

また、今般、国による調査結果が公表されたことに伴い、養護者による虐待について

も、併せて公表します。

※「養介護施設従事者等」とは、高齢者の福祉・介護サービス業務を提供する施設・事業所に従事する者

※「養護者」とは、高齢者を現に養護する者であって養介護施設従事者等以外の者であり、高齢者の世話

をしている家族、親族、同居人等が該当

問い合わせ先

大分県福祉保健部高齢者福祉課

地域包括ケア推進班 磯村、白岩

℡ 097-506-2767（直通）

（内線）2767
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令和４年度 高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に 

関する法律に基づく対応状況等に関する調査結果（大分県） 

 

高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律第２５条の規定に基づ

き、令和４年度の養介護施設従事者等及び養護者による高齢者虐待について、以下のとお

り公表する。 

 

１ 養介護施設従事者等による高齢者虐待についての対応状況等 

 

 

養介護施設従事者等による高齢者虐待に関する相談・通報件数は１６件であり、市町村が

事実確認を行った結果、虐待を受けた又は受けたと思われると判断した事例（以下「虐待判

断事例」という。）は４件であった。 

相談・通報件数は令和３年度の２３件から７件減少し、虐待判断事例の件数は令和３年度

の１１件から７件減少した。 

県では、高齢者虐待防止に向けて、介護施設等の施設長、介護主任等、施設内において

指導的立場にある者を対象に研修を実施している。 

 

  （ ）は前年度比 

 

※R４年度に大分県で虐待と判断された４件の詳細については、２ページを参照。 

 

※「養介護施設従事者等」とは、高齢者の福祉・介護サービス業務を提供する施

設・事業所に従事する者 

  Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

 

 

相談・通報件数 2,187 件 2,267 件 

（+80） 

2,097 件 

（△170） 

2,390 件 

（+293） 

2,795 件 

（+405） 

虐待判断件数 

 

621 件 644 件 

（+23） 

595 件 

（△49） 

739 件 

（+144） 

856 件 

（+117） 

 相談・通報件数 

 

19 件 19 件 

（0） 

14 件 

（△5） 

23 件 

（+9） 

16 件 

（△7） 

虐待判断件数 

 

2 件 4 件 

（+2） 

0 件 

（△4） 

11 件 

（+11） 

※4 件 

（△7） 

【全国】 

【大分県】 
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【養介護施設従事者等による高齢者虐待の概要】 

 

 

 
 
 
 

 

 

事

例

１ 

被虐待者の状況 ８０代 

虐待の類型 心理的虐待 

虐待の状況 ベット脇に置いてあった使用済みのオムツパッドを取り上げて、

床に投げつけた後、手荒いオムツ交換を行った。 

虐待への措置 施設等に対する指導、改善計画の提出要求 

施設・事業所の種別 特別養護老人ホーム 

虐待者の職種 介護職員 

 

 

事

例

２ 

被虐待者の状況 ８０代 

虐待の類型 心理的虐待 

虐待の状況 唾を吐きかけられたことに対して、大きな声を出してベッドを蹴っ

た。 

虐待への措置 施設等に対する指導、改善計画の提出要求 

施設・事業所の種別 有料老人ホーム（住宅型） 

虐待者の職種 介護職員 

 

 

事

例

３ 

被虐待者の状況 ７０代 

虐待の類型 身体的虐待 

虐待の状況 殴りかかろうとされたことに対して、壁に押しつけ強い口調で咎

めた。 

虐待への措置 施設等に対する指導、改善計画の提出要求 

施設・事業所の種別 有料老人ホーム（住宅型） 

虐待者の職種 介護職員 

 

 

事

例

４ 

被虐待者の状況 ８０代 

虐待の類型 身体的虐待 

虐待の状況 家族との面会時、声かけに反応がないことに対し、首の後ろを

つねった。 

虐待への措置 施設等に対する指導、改善計画の提出要求 

施設・事業所の種別 特別養護老人ホーム 

虐待者の職種 准看護師 
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２ 養護者による高齢者虐待についての対応状況等 

 

 

養護者による高齢者虐待に関する相談・通報件数は２８７件であり、市町村が事実確認を

行った結果、虐待判断事例は１２９件であった。 

相談・通報件数は令和３年度の３１８件から３１件減少し、虐待判断事例の件数は令和３年

度の１５０件から２１件減少した。 

県では、高齢者の相談窓口である地域包括支援センター職員を対象に虐待の対応力向上

に向けた研修を実施している。 

 

（ ）は前年度比 

（１）相談・通報者 

 

（注）本調査対象年度内に通報等を受理した事例について集計 

   １つの事例で複数の者からの相談・通報がある場合があり、受理件数とは一致しない 

 

※「養護者」とは、高齢者を現に養護する者であって養介護施設従事者等以外の

者であり、高齢者の世話をしている家族、親族、同居人等が該当 

  Ｈ３０ Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

 相談・通報件数 

 

32,231 件 

 

34,057 件 

（+1,826） 

35,774 件 

（+1,717） 

36,378 件 

（+604） 

38,291 件 

（+1,913） 

虐待判断件数 

 

17,249 件 16,928 件 

（△321） 

17,281 件 

（+353） 

16,426 件 

（△855） 

16,669 件 

（+243） 

 相談・通報件数 

 

312 件 259 件 

（△53） 

327 件 

（+68） 

318 件 

（△9） 

287 件 

（△31） 

虐待判断件数 

 

128 件 116 件 

（△12） 

174 件 

（+58） 

150 件 

（△24） 

129 件 

（△21） 

 警
察 

介
護
支
援
専
門
員 

市
町
村
職
員 

被
虐
待
者
本
人 

家
族
・
親
族 

医
療
従
事
者 

事
業
所
職
員 

虐
待
者
自
身 

住
民
・
知
人 

 

民
生
委
員 

そ
の
他 

不
明
・
匿
名 

 

合
計 

 
145 39 31 25 23 12 9 7 5 3 57 2 358 人数 

【全国】 

【大分県】 
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（２）虐待の種別・類型（複数回答） 

 

 身体的

虐待 

心理的 

虐待 

経済的 

虐待 

介護等 

放棄 

性的 

虐待 

合計 

（累計） 

合計 

（人数） 

 
100 59 12 11 1 183 135 

（注）調査対象年度内に虐待と判断された事例における被虐待者の実人数について集計 

 

（３）被虐待高齢者の性別 

 

 男 女 不明 合計 

人数 30 105 0 135 

（注）調査対象年度内に虐待と判断された事例における被虐待者の実人数について集計 

 

（４）被虐待者から見た虐待者の続柄 

 

  

夫 

 

妻 

 

息子 

 

娘 

息子の

配偶者

（嫁） 

娘の 

配偶者 

（婿） 

兄弟 

姉妹 

 

孫 

 

その他 

 

不明 

 

合計 

 
41 6 44 31 6 2 1 2 8 0 141 

（注）虐待者の人数は、被虐待者ごとにカウントしたため延べ数 

（注）調査対象年度内に虐待と判断された事例における虐待者の延べ人数について集計 

種類 

件数 

件数 


